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午前１０時００分 開会 

（出席議員 １４名） 

 

 

◎開会宣告・開議宣告 

○議長（中澤良隆君） 御出席まことに御苦労に存じます。

ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより令和５年第６回上富良野町議会臨時会を開会

いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとお

りであります。 

 

 

◎議会運営等諸般の報告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議会運営等

諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（星野耕司君） 御報告申し上げます。 

本臨時会は１０月３日に告知され、同日、議案等の配布

を行い、その内容につきましては、お手元に配付の議事日

程の通りであります。 

本臨時会の案件は、町長から提出の議案２件でありま

す。 

本臨時会の説明につきましては、町長以下、関係者の出

席を求め、別紙配付の通り出席しております。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって議会運営等諸般の報

告を終わります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議員の指名

についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、

議長において、 

 ５番 金 子 益 三 君 

  ６番 林   敬 永 君 

を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 会期の決定についてを

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日間と決定しました。 

 

 

◎日程第３ 議案第１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第３議案第１号、上富良野町

名誉町民の議決を求める件を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいま上程いただきました

議案第１号、上富良野町名誉町民の議決を求める件につ

きまして、その要旨を御説明させていただきます。 

このたび、名誉町民の議決をお願い申し上げます。 

向山富夫氏は長年にわたりまして、我が町の産業振興

に御尽力されるとともに、本町自治の振興発展に果たさ

れた功績は大変大きく、同氏を名誉町民として末永くそ

の功績をたたえてまいりたく、御提案申し上げるところ

であります。 

向山富夫氏は、●●●●●●●●●●●に上富良野町

で生まれ、町立上富良野中学校卒業後、農業に従事し、青

年の頃より、公共心に富み、農業団体活動の中心となって、

若くして衆望を担われました。 

その後、富良野土地改良区理事を務め、地域農業の発展

に尽力されるとともに、時を重ねて、平成１１年から町議

会議員を９年務められ、平成１５年からは、総務文教常任

委員会委員長及び議会運営委員会委員長として、議会の

円滑な運営に努められました。 

平成２０年からは、上富良野町長として３期１２年間

にわたり、人口減少、少子高齢化、行政に期待する住民ニ

ーズの多様化、新型コロナウイルス感染症感染拡大等の

大きな変革の時代にあって、地方自治を取り巻く大変厳

しい状況の中、町民の声を大切に、まちづくりの進展に多

大な貢献をされました。 

また、開基１２０年という大きな節目を迎え、開拓の歴

史を今日に伝えるとともに、我が町の礎づくりに尽力さ

れました。 

このように本町の産業振興、自治振興への功績は誠に

大きく高く称賛されるところであるとともに、温厚篤実

にして、清廉潔白卓抜たる見識と指導力は、誰もが敬慕す

るところであり、名誉町民として推挙するものでありま

す。 

このたびの御提案に当たり、上富良野町名誉町民審議

会にお諮りをしたところ、全会一致をもって、名誉町民に

ふさわしい旨、答申をいただいたところでもありますこ
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とから、同氏に上富良野町名誉町民の称号をお贈りした

く、御提案するものでございます。 

以下、議案を朗読し、御提案させていただきます。 

議案第１号、上富良野町名誉町民の議決を求める件。 

次の者を上富良野町名誉町民とするため、上富良野町

名誉町民条例第２条第 1 項の規定により、議会の議決を

求める。 

記。 

住所、上富良野町●●●●●●●● 

氏名、向山富夫。●●●●●●●●●●●生まれ。 

以上でございます。 

御審議賜りまして、御議決いただきますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

６番林 敬永君。 

〇６番（林 敬永君） ただ今、名誉町民条例につきまし

て御提案をいただきました。 

今回、この提案をされる前に、９月２７日に、全員協議

会ということで、この臨時議会に当たった概要説明につ

いて、町長のほうから説明を、議会のほうにいただいて、

さきほど、今現在、提案理由を教えていただきました。 

私は、全員協議会の時のことを、町長の思いをメモさせ

ていただいて、ちょっと私のほうで、確認させていただき

たいことがございますので質問にかえさせていただきま

すが、全員協議会の時に、同僚議員のほうから、功績の中

の、日の出公園駐車場用地の裁判についての御質問があ

りました。 

私もその考えについては、疑問符が残っておりますが

その時に、町長が言ったこと、私も一生懸命メモして町長

の思いを、自分でも理解したいなというふうに思いまし

て、メモさせていただきました。 

その時、町長につきましては、裁判については原告は、

町民。被告は、斎藤町長。 

土地の取得のことを争っているのではなくて、価格の

妥当性についてであると、向山氏は裁判の当事者ではな

い。当時、町長だったことの町民感情はあるかもしれない

けどと、裁判というと驚く方もいるが、刑事告訴ではなく

行政訴訟であり、民事訴訟、訴訟が準用されると。主張に

ついては目的は、主張、権利義務関係を確定することであ

ると、法律的に訴えの妥当性を裁判することであって、今

回のこの賞罰に影響するものではないというお話を、御

説明をされました。 

また、合わせて、民事訴訟と刑事訴訟の違いをしっかり

押さえてほしいというふうに我々議員に訴えかけました。 

民事訴訟は、ある日突然、隣の人から訴えられることが

あると。それで、妥当性はあくまでも裁判で判決となるけ

ど、犯罪は駄目だよと。民事上のことは問題ないと、裁量

権を逸脱することが、罪なるということではない、民法上

のプライバシーに近いことは別に考えることである。 

そして、最後に、町長は、裁判の結果と表彰のことはリ

ンクしないと、一般町民は裁判の感覚値が、裁判といって

も、刑事訴訟ではないということで結ばれました。 

このことでクエスチョンがついたのですけど、民事で

あろうが刑事であろうが、今裁判にかかっているという

ことの重みをちょっと考えて、いま１度町長のほうから

今、提案説明あった中で、民事と刑事の思いについて、考

えを伺いたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答えした

いと思います。 

民事と刑事の違いは、今は林議員がおっしゃってもら

った全員協議会の説明でそれと同じです。 

そのとおりだと思います。 

それで、今回の名誉町民に影響しないと判断したわけ

ですが、その妥当性といいますか町長退任された後に、全

員協議会の中で説明させてもらいましたが、町長退任さ

れた後、国の叙勲をもらう際ですね、上申する段階では、

既に裁判が始まっておりまして、そのことについても、上

申する際に北海道と協議しましたが、叙勲に関して今の

住民訴訟は影響しないということで回答を得て、それで

叙勲をいただきまして、その次の年去年になりますが、自

治功労賞というふうになりまして、今年、順番で行きます

と名誉町民ということで、この裁判は、叙勲、その他自治

功労、名誉町民には、影響しないと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林 敬永君。 

〇６番（林 敬永君） 今、斎藤町長のほうから先日の全

員協議会でお話しされたことは、間違いあるわけがない

んですけど、そこで私、思うのですけど、この民事と刑事

裁判の形はいろいろあるかもしれませんけど、裁判が起

きるということっていうのはものすごく非常に重たいも

のであるというふうに私は認識しております。 

今回、訴えた側というのは、町民でございます。 

その町民の方は、最初は、住民監査請求、それが棄却さ

れて民事のほうに移行されたと。 

それで、私はこの場におりますけど、４２年間、行政の

ほうに携わっておりました。 

その間、この町でそういう民事、町民から訴えられたと

いうことっていうのは、町民ではないのですが、町外の方

が、職員の採用の関係で訴えたことはありましたけど、そ
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れは、勝って、勝訴しておりますけど、町民が訴えたとい

うこと。 

向山前町長が功績として先ほど町長、斎藤町長が言わ

れた自治振興に多大な貢献をされたと。 

例えば上富良野小学校の改築とか、上中の耐震化とか、

町立病院とか、いろいろな功績をなされた中の一つの駐

車場という問題。 

それについて町民が、どうしてなんだろうという裁判

まで訴えたことというのはすごく重みがあるというふう 

に私は思っております。 

町民が訴えたことについて斎藤町長、そのことについ

て今１度、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

〇町長（斉藤 繁君） ６番、林議員の御質問にお答えし

たいと思います。 

町民が、原告となって裁判始まったわけですがそれを

別に軽んじているわけではございません。それはそれで

非常に重要な問題だと感じておりますし、裁判でその、将

来的に決着がつく問題であると考えております。 

ただ、非常にそれはそれで重要な問題ではありますが、

先ほどの答弁のとおりですが、叙勲とか等、今回の名誉町

民に関してもそれは特に影響しないと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

〇６番（林 敬永君） 先ほど言われました叙勲というこ

とでございます。 

それで、私が思いますのは今回このタイミングで、名誉

町民を出されたと。そうであれば、先ほど叙勲ですか、叙

勲をいただいたときとか、自治功労いただいたとき、それ

ぞれタイミングっていうのはあったと思います。 

それで、特に今回については令和５年度の新年度予算

のときにも、ほぼ名誉町民の審議会の報酬の予算を取ら

れたと。町長が、斎藤町長が前町長を名誉町民というふう

に考えるのであれば、速やかに予算措置をされているの

であれば、速やかに審議会を開いて行うべきではなかっ

たのか。なぜこのタイミングなのかというのが、すごく私

自身も、わからないというのが、何とか理解をしたいなと

思うんですが、それが理解を出来ない。 

春から、４月から９月まで審議会が９月６日に１回目

開いて、答申が９月２５日というふうに御説明を、全員協

議会のときにもいただいております。 

その間５か月間、どうして何もしなかったのかなとい

うふうな思い、また、斎藤町長が前町長の功績をたたえて

いるんであれば、斎藤町長が町長になったときに、速やか

にそういう行動に起こすべきではなかったのかなと。 

それを起こさなかった理由というのを最後にお聞かせ

いただきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

〇町長（斉藤 繁君） まず、私が町長に就任して、なぜ

すぐ名誉町民なのか。それを叙勲、自治功労順番が、慣例

がありますので、それはと踏襲したと思っております。 

次になぜ春から９月まで、春にやらなかったというの

は、特に今年度、予算をとったわけですから、今年度行わ

れる表彰式は念頭にありましたが、表彰式に間に合う段

階でその任意の時期、それは良い時期を選んで審議会を

開けば良いのだろうということで考えておりますし、そ

の時期は、林議員の思っている時期とたまたま違うわけ

ですけど、それはそれで林議員は４月に、開いてもよかっ

たんじゃないか、それはそれで、７月、５月の春の時点で

開催することも可能でありましたが、特に９月に開催し

てもそれは問題はないんじゃないかなというふうに考え

ております。以上です。 

○議長（中澤良隆君） ほかにございますか。 

４番米澤義英君。 

〇４番（米澤義英君） 何点か疑問な点がありますので質

問させていただきます。 

何よりも今同僚の議員もおっしゃいましたが、日の出

公園の駐車場用地の購入価格をめぐって、裁判中であり

ます。 

何よりも、裁判中という形の中で、名誉町民の称号を与

える議決が出てくるというのは、おかしいというふうに

考えております。 

刑事裁判でないから問題がないという、町長の答弁で

ありますが、それ以前に土地購入に至っては、当事者であ

った前町長が当事者だったということでありますから、

当然、そのことを考えれば道義的な問題としても、問題が

あるというふうに考えておりますが、なぜこの機に、名誉

町民の議決を求める提案がされたのかお伺いいたします。 

さらにお伺いしたいのは、やはり計画的なこの称号を

与えるという、計画性がなかったのではないかと、答弁の

やりとりで考えております。 

６月あるいは９月の、遅くとも、定例議会で、予算を計

上ししながら、議決を求めるという方法もあったと思い

ますが、この間の協議会のやりとりの中でも、なぜ、この

時期になったのかということに対する、答弁では、いわゆ

る文化の日があるので、それに間に合わせるための提案

だという、単純過ぎる提案、私たちからすれば、よく考え

た中での提案ではなかったというふうな印象を、私自身、

持っているという点で、改めて、私はしっかりとした、定

例議会等における、提案をされるべきではなかったのか

というふうに思いますが、この点について、町長はどのよ

うにお考えでしょうか。 
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何よりも道義的な問題が残るということであります。 

さらに、問題は、この名誉町民の称号と同時に、肖像画、

あるいは町民の功労金の一時金が２００万円が贈られる

という状況になります。 

しかし、この間、この功労金にあたっては、大体忘れま

したが５０万円、３０万円という形の中で、これはおかし

いのではないかと。町特定の、いくら名誉町民という形で、

年金を送るのはいかがなものかという形の中で、結局削

除されたんだけれども、最後にまた出てきたのは、２００

万円の一時金という形の中で出てきて、このときも私は

反対しました。 

そういう、問題ではないと、多くの町民が今苦しい生活

を送っているときに、特定の名誉町民だというだけで、こ

の一時金を送るということに対しては納得出来ないとい

う、この点についてはどのようにお考えでしょうか。 

何よりも、私は考えなければならないのは、もう最低限、

称号を贈るだけで十分、町の振興に果たしてきたってい

うことが分かるわけですから、これで十分だというふう

に思います。何よりも議会や多くの町民の方が納得でき

る、環境の中で、こういうものが、満場一致か、なるかわ

かりませんが、少なくともそういう、認められる状況の中

で、提案されるべきだったまず、今までも、そうだったん

ですが、今回のは、異例中の異例だというふうに私考えて

おります。 

そういう意味ではこの点にも、疑問が残りますので、明

確が、町長の答弁を求めたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問にお答えし

たいと思います。 

まず、１点目の土地取得の問題が出ていましたが、当時

の町長であったことは元町長ですから、当時の首長でし

た。ただ、その取得の手続が、手続について、違法性を問

われているわけではございません。当然、議会の承認を得

て契約を結び、補正予算をも議会でお認めいただいて、そ

れで取得したわけです。後ほど、住民監査請求から発展し

て、その価格については現在も係争中でありますが、その

手続については特に、何かを省略したり飛ばしたり、違法

性が問われているものではございません。 

そういうふうに意識しておりますので、先ほどの答弁

とは重なりますが、名誉町民、その他叙勲等に関して、影

響はないだろうと判断しております。 

次に計画性については、特に計画性がないんではない

かということですが、いついつにその名誉町民というの

は、やはりそういう要件を満たした人が出てきたときに

手続を進め、進めていくものですので、特に、いつ誰をす

るという形はもちろんないのですが、向山氏に関しては、

町長を退任されたときに慣例で、その要件は満たしてい

ると。その後、叙勲、自治功労を受けておりますので、順

番的に今年が名誉町民だということで、今回の提案に至

っております。 

あと、一時金につきましては、これは、条例で定められ

ていることですので、名誉町民にふさわしいか、お認めい

ただくという議案ですので、その制度自体の、良し悪しに

ついては、特に私がこの場で、答弁は差し控えたいなとい

うふうに思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 米澤義英君。 

〇４（米澤義英君） 明確な答弁が聞けませんでした。 

もう一度確認いたしますが、何よりも、やっぱり裁判の

争ってる最中であります。 

確かに刑事罰だとかそういうものがないとしても、や

っぱりこういう状況化の中で提案されるというものはで

すね、一般的に、基準に満たしているからといって、提案

されるのは当然納得出来ないもんだというふうに考えて

おります。 

一部の町民の中にもこれはおかしいのでないかと。 

本来であれば、こういった裁判が終結した段階において、

どうなるかわからないけれども、必要最小限、こういった

段階において提案すべきではないかという声も、一部、聞

かれるという状況にあります。 

再度確認いたしますが、基準に満たしているからとい

うだけではなくて、こういう係争中だということを考え

れば、裁判終了後でも、十分熟慮して、この問題について、

提案してしかるべきではなかったのかというふうに思い

ますが、この点、再度確認いたします。 

特に名誉町民という形の中で、称号などの提案がされ

ておりますが、町長になったから自動的に名誉町民とい

う、形態もちょっと私自身、疑問に感じるところもあるん

ですが、多くの町民の中には、多様な中で、町に貢献し、

振興に貢献してる方もたくさんいると、いうふうに、私自

身感じておりますので、そういうことを考えたときに、こ

の名誉町民制度そのものも、過渡期にきているのではな

いかというふうに思いますが、この点についてもお伺い

いたします。 

何よりも、もう一度、今回の提案を取下げて、もう一度、

再考すべきだということを掲げることが必要だと思いま

すが、この回答について再度お伺いいたします。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君）  ４番米澤議員の御質問にお答え

したいと思います。 

まず、係争中ということでありますが、当事者は、訴え
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られているのは町、町長齋藤繁と原告の方で、当事者では

向山氏に関しては、裁判の当事者ではございません。 

もう一つ自動的に、町長であったから名誉町民推挙す

るのかという、御意見ですが、自動的に議案上程したわけ

ではございません。御承知のとおり、諮問機関に諮って、

そこで今回も全会一致の推挙を得た上で、上程しており

ますので、皆さんの御意見、御理解は得られ、そこで、審

議会では、御理解を得られたと理解しております。 

以上です。 

〇議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君 

○２番（荒生博一君） 議長には、同僚議員からも再三申

し上げている、現在係争中の裁判の件をもう一度確認し

ますが、この間の我々のやりとりの中で、どうも私が理解

するに町長は、今回の原告案の訴え、裁判の趣旨というの

を理解されていないのだと考えますが、もう一度確認し

ます。 

趣旨は御理解されていますか。 

〇議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答えした

いと思います。 

趣旨がどうなのかというのは答えになるかどうかとい

うちょっとわかりませんが、裁判の中で要求されている

ことは理解しています。 

以上です。 

〇議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君 

○２番（荒生博一君） 当然町長も御存じかと思いますが、

平成１４年の法改正があった後、直接このような住民訴

訟というのは、町を一旦返して、その対象者にというふう

に、法が改められております。 

原告側の主義主張というのは、あくまでも、今回の裁判

の争点というのは、行政が、元町長に対し損害賠償請求を

せよという内容であります。 

これは、行政の裁量権の逸脱に対し、時の町長である向

山町長へ訴えております。今までのやりとりの中では、あ

くまでも当事者は私であり、齊藤繁町であるということ

を再三申し述べていますけれども、理解が違うと思いま

す。１２月５日に１審の判決が下ります。 

もし、町側の部分的敗訴の判決がなされた場合、元町長

にしっかり損害賠償をしなければならないというのか、

この裁判の争点になっています。 

そのような賠償請求というのはされるのですよね。 

〇議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） 今、荒生議員を御質問にお答えした

いと思います。 

裁判の結果はまだ出ていませんのでそれーについて予

断を持って語ることはありませんが、訴えられているの

は私です。 

そのあと、誰にどういうことをせよというのは、判決は

出るかもしれませんし、出ないかもしれません。わかりま

せんけど、そこで、その先の債務名義といいますか、権利

関係が、その裁判で確定するわけではございませんので、

全く当事者ではないという、私の答弁は間違ってはいな

いと思っております。 

以上です。 

〇議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君 

○２番（荒生博一君） この間、全員協議会そして今日

もそうですけれども、時期及びタイミングに関して、や

はり、裁判が終了してからという意見が同僚議員からも

出ておりました。 

私も同感でございまして、本来、もしリスペクトの意

があるのであれば、表彰式の１１月３日ということにこ

だわらず、年度内に、様々なステージをつくって本当に

祝意をもって名誉町民の称号を渡すっていうことも、私

はできると思います。 

１２月５日の結審を待たず、２か月間は継続審議に出

来ない理由を最後にお聞かせください。 

〇議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） はい、荒生議員の御質問にお答え

したいと思います。第一審の判決の日にちはもう決まっ

ておりますが、それで判決が確定するわけではございま

せん。控訴、上告もあります。裁判が終わるのは、いつ

かわからないというのが現状だと思います。 

しかも、というよりも、そもそもこれは名誉町民状況

その他にも関係しない、直接影響しないということがス

タンスでございますので、その上、裁判が終わるまで待

つとかそういうことは、特に考慮しなくてもいいと。 

今、そのような判断で今回の上程になっております。 

以上です。 

〇議長（中澤良隆君） ９番島田政志君 

○９番（島田政志君） 意見とか、そうじゃなくて、お

願いをここでちょっとお話しさせていただきたいと思い

ます。 

名誉町民を贈る町としまして、今行われている裁判

に、勝っても負けても１２月、これで終わらせていただ

きたいと。といいますのは、せっかく町が、名誉賞を贈

ったとしても、この審議が行われるたびに、その人の名

前が出てきてしまいます。それは本人にとっても、町に

とっても非常に不名誉なことと思います。 

この件おいては、勝っても負けても、仮に何もその土

地を農地に戻せということであれば、その返却されるべ

き４,８００万円以内で、復元するように一緒に努力し

ていきたいと。 
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さらに、通った後に表土がないよということであれ

ば、私の畑から表土を提供します。 

今後、この話をいつまでも長引かして、せっかく与え

た、名誉賞を、汚すことのないように、ぜひとも、短い

時間に終結するように努力していただきたいと思いま

す。 

以上です。 

〇議長（中澤良隆君） 一応、質問として受け付けま

す。 

町長答弁。 

○町長（斉藤繁君） ９番島田議員の御質問にお答えし

たいと思います。 

町としましてもといいますか、私としましてもこの件

については早く、決着したいというのは思っております

が、裁判ですので、特に行政訴訟といいますか、民事、

刑事もそうですけどとにかく相手がいること裁判官と

か、司法、当時当局もおりますので、どうなるかという

のは全くわからないですけど気持ちとしては、島田議員

のおっしゃることもよくわかりますが、なかなかこう、

自分で全てコントロールというか、司法裁判の中でやっ

ておりますので、なかなかコントロール出来ない部分

が、多々あるのかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

なければこれをもって質疑を終了いたします。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

 これから議案第１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、御起

立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

よって、議案第１号、上富良野町名誉町民の議決を求め

る件については、原案のとおり可決されました。 

 

 

◎日程第４  議案第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第４、議案第２号、令和５年

度上富良野町一般会計補正予算第７号を議題といたしま

す。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいま上程いただきました

議案第２号、令和５年度上富良野町一般会計補正予算第

７号につきまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目は、ただいま、議案第１号で御議決いただきまし

た、上富良野町名誉町民の請求に係る表彰等に要する功

労、一時金等、所要の経費を、の補正をお願いするもので

ございます。 

２点目は、議場のマイクに不具合が生じたため、議場会

議員との交換に係る所要の経費の補正をお願いするもの

でございます。 

３点目につきましては、住民税の過年度分の確定申告

によりまして、還付金が発生したことにより、既存予算に

不足が生じたため、所要の補正をお願いするものでござ

います。 

以上申し上げた内容を要素とした中で、不足する額に

ついては、予備費４４７万９，０００円を充当いたしまし

て、一般会計補正予算を調整したところであります。 

それでは以下、議案の説明につきましては、議決項目の

部分についてのみを説明し、予算の事項別明細書につき

ましては省略させていただきますので、御了承いただき

たいと思います。 

議案第２号をご覧いただきたいと思います。 

議案第２号、令和５年度上富良野町一般会計補正予算

第７号、令和５年度上富良野町一般会計の補正予算第７

号は次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の補正の款

項の区分及び、当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

１頁をお開きいただきたいと思います。 

第１項につきましては款ごとの名称と補正額のみ申し

上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、 歳出。 

１款、議会費５０万円 

２款、総務費、３９７万９,０００円。 

１２款、予備費４４７万９,０００円の減。 

歳出合計は０円となります。 

２頁以降の事項別明細書につきましては、説明を省略

させていただきます。 

以上で、議案第２号、令和５年度上富良野町一般会計補

正予算第７号の説明といたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

 これより質疑に入ります。 

４番米澤義英君 

〇４番（米澤義英君） 名誉町民に対する、功労一時金等
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が予算が計上されております。私はどうもさっきの名誉

町民の議決時点においても、問題があるのではないかと

いう点を指摘させていただきました。何よりも、今１度声

の駐車場用地の購入価格をもって、係争中で細分が争わ

れているという状況であるという点。 

また同時に、今後裁判、どのように決着するかわかりま

せんが、裁判の係争の内容によっては、新たな、裁判に係

争に発展せざるを得ないという、そういう側面もあると

いう状況になっております。 

何よりも、今多くの町民が暮らしや福祉の物価高騰の

で苦しんでいる状況の中、名誉町民だからといってこの

一時金を送るということ自体が問題だというふうに思い

ますが、町長はこの点についてどのようにお考えなのか

お伺いいたします。 

私はもう既に、仮に必要された上、名誉町民の称号を贈

った時点で、もうそれは完結功労した町民ということで

完結しているわけですから、改めてこの２００万円の一

時金を贈るということ自体に町民からの批判もあるので

はないかというふうに考えておりますがどのようにお考

えでしょうか。 

また、同時に私は、今回の前段の議決でも、満場一致で

なかったということを考えれば、多くの町民や議会の中

にも、やっぱりあの町長の、こういう一生に対する、批判

的な側面があったということを、私自身受け止めており

ます。 

何よりも、特別することなく、この予算等の削減を行う

べきですし、また係争中における、こういった提案という

のは納得出来ません。 

町長は再度お伺いいたしますが、どのようにお考えな

のかお伺いいたします。 

〇議長（中澤良隆君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

この補償費とかというものについては、条例によって

定められているものでございますので、我々としてはし

っかりとしたそのルールに則って、さきに名誉町民の承

諾をいただいて議決いただいたところでございますので、

ルール則って、条例で議会にお認めいただいたそういう

ようなルールでございます。そのとおりに支出すること

以外に、我々のする道はないのでございますので、そうい

った点で、その他のいろいろな議案第１号に戻るような

ことについて、私から答弁いたしませんけども、そういっ

たルールに則って、しっかりと支出を行っていくという

ことが我々のするべきことだというふうに考えておりま

すので御理解賜りたいと思います。 

○議長（中澤良隆君）４番米澤義英君 

〇４番（米澤義英君） 条例、ルールに則っているから

という問題ではないんですよ。私はそのことを指摘した

いと。条例が可決されて、問題が、私は以前からあると

いうことで指摘しておりますので、その点で言えば、こ

ういった名誉町民がなったから自動的にこの一時金も交

付するという事態がやっぱり差別だと。 

同じく、住民でありながら、特定のそういう人たち

に、自動的に贈られるという事態が、条例の矛盾を持っ

た条例だということだというふうに私は考えております

ので、町長これを見直すべきだというふうに思います

が、町長どのようにお考えですか。 

また、今回この予算についても、取り下げるべきだと

いうふうに思いますが、町長の考えをお伺いいたしま

す。 

〇議長（中澤良隆君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） 米澤議員の御質問にお答えし

たいと思います。 

まずもって、特定の対象者がこうだから、遡って、今

あるルールを、その人の都合が悪いからって勝手に変え

るようなことが世の中にあってはいけないということ

は、まず、この条例に限らず、どんなルールでもそうで

すけれども、そういったところは大変いろんな面でそう

いう方々も不利益になりますから、しっかりとルール

が、条例で定まっておりまして、いろいろな場面があっ

て、条例を、こういうこと不都合あったらこうだって直

した後にそういうふうになるっていうのが当たり前のこ

とでありまして、こういう事例があるから、もう２００

万円やめましょうと、そういうようなことにはならない

のだということはまず理解していただきたいと思いま

す。 

そういった今後、条例をどのようにしていくべきなの

か、米澤議員のお考えは今賜りましたけども、この場

で、私どもの町長も含めて私どもの立場から、今のこの

条例をどうこうということに、この議案の中で、答弁す

ることはちょっと差し控えさせていただきたいというこ

とでございますので御理解賜りたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君 

〇４番（米澤義英君） 町長に質問してるんですよ僕は。

副町長に質問しているんじゃないんですよ、町長逃げ 

ないでください、きちっと答弁してくださいよ、こちらも 

真剣に質問して、そして町長の見解を求めてるわけです 

から。 

副町長が答弁するのではなくて、町長がしっかりと答

弁しなさい、町長の見解を求めます。 

○議長（中澤良隆君） 町長答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問にお答えし
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たいと思います。 

私も副町長と同じ意見です。 

条例によっての、今ある条例に従うべきだと考えており

ます。以上です。 

〇議長（中澤良隆君） そのほか質疑ございませんか。 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

米澤義英君。 

〇４番（米澤義英君） 私は今、一般会計の補正、予算

案に対して・・・。 

〇議長（中澤良隆君） すいません、演台でよろしくお

願いします。 

〇４番（米澤義英君） 私は今、補正予算案に反対の立

場から討論するものであります。 

この名誉町民に自動的に贈られるこの年金の一時金につ

いては反対であります。 

何よりも、今、昨日度、公園の駐車場をめぐっては、

購入価格が適正だったかどうか、これももって争われて

いる最中であります。 

そういう中で名誉町民に対する称号を与える議決がな

されるということ自体にも、問題があり、提案される事

態にも問題があると考えております。 

必要最小限、町民の名誉町民の功績をたたえるのであ

れば、この称号等を与える、これだけで十分完結してい

るものと考えます。 

それにもかかわらず、一時金という形で２００万円を

送るというのは、大問題であります。 

また、同時に、多くの町民の皆さんや、議会の中に

も、今回の名誉町民等の称号等についてはいかがなもの

かという声が寄せられているという状況、私考えており

ます。 

そのことを考えてみれば、この一時金等の補正予算と

いうのは、直ちにやめ、そして、提案を引き下げるべき

だというふうに、考え、反対の立場から討論とさせてい

ただきます。 

〇議長（中澤良隆君） 次に、賛成討論ありませんか。 

１２番、小林啓太君。 

〇１２番（小林啓太君） 私は本議案に賛成の立場から

討論させていただきます。 

ただいま、米澤議員がおっしゃったことは感情的には全

く理解が出来ないというわけではございませんが、以

下、２点の理由から私は賛成とさせていただきたいと思

います。 

この一時金に関しましては、こちらは先ほど来から話

上がっているとおり、条例で定められていることであ

り、改正については、議会の議決をもって実行されるべ

きことであり、この場で議論されることではないと、考

えます。 

２点目に今回の補正予算には、議場のマイクの修理も

含まれております。 

そちらも、速やかに行われるべきと考え、今回、この

補正予算に賛成する立場で討論させていただきます。 

以上です。 

〇議長（中澤良隆君） そのほか、討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願

います。 

(賛成者起立) 

〇議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

よって、議案第２号、令和５年度上富良野町一般会計

補正予算第７号は原案のとおり可決されました。 

 

◎閉会宣告 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、本臨時会に付議さ

れた案件の審議は全て終了いたしました。 

 これにて、令和５年第６回上富良野町議会臨時会を閉

会といたします。 

午前１０時５３分 閉会 

 



 

 

 上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の正確なる事

を証するため、ここに署名する。 

 

 

  令和５年１０月６日 

 

 

 

                 上富良野町議会議長  中 澤 良 隆   

 

 

                  署 名 議 員   金 子 益 三 

 

 

                  署 名 議 員   林   敬 永 

 

 

 


